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目　次台湾の文化を学ぶ海外研修へ
　１月４日、大雪に見舞われながら旅立ちました。

　台湾の豊かな文化や深い歴史、温かい人たちと

の交流は、生涯忘れられない思い出になったこと

でしょう。

■ ふるさと応援基金設置（第４回定例会）・・P 2

■ 一般質問　５議員・・・・・・・・・・P 4

■ 県人事委員会勧告に準じた人件費補正（第２回臨時会）・・P 9

■ 被災地から日本一の米を（常任委員会合同視察研修）・・P10

■ 令和七年 年頭のご挨拶・・・・・・・P12

議会を傍聴しませんか
次の定例会は

３月４～７日開催予定です

編

　集

　後

　記

　
今
年
の
雪
は
初
雪
か
ら
根
雪

と
な
り
、
小
雪
の
昨
年
と
は
大

違
い
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
害
も
発
生
し
て
い
て
、
被
害

者
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
の
米
の
価
格
は
農
家
も

驚
く
ほ
ど
の
高
値
に
な
り
、
消

費
税
も
心
配
で
す
。
米
作
り
の

経
費
も
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

農
家
に
は
や
っ
と
元
が
取
れ
る

感
じ
で
す
。
今
年
の
大
雪
で
春

の
水
不
足
も
解
消
さ
れ
れ
ば
と

期
待
が
さ
れ
ま
す
。

　
物
価
高
騰
で
年
金
暮
ら
し
の

生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
援
助
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
出
生
が
少
な

く
と
て
も
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
結
婚
で
き
る
環
境
が
厳
し

く
な
り
、
こ
れ
の
解
消
は
待
っ

た
な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
で
き
る
経
済
力
を
持
た

せ
る
た
め
の
政
治
が
今
一
番
必

要
で
す
。

（
坂
本
　
豊
）

皆さんの声を

お聞かせください

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

　
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
村
政
は
も
と
よ
り
、
議

会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
全

国
で
集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害

が
多
い
年
で
も
あ
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
、
数
十
年
ぶ
り
の

陸
奥
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
が

２
回
発
生
し
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
災
害
発
生
時
に
対

す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
２
月
か

ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
燃
料

や
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
物
価

の
高
騰
が
収
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
り
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
な
ど
村
民
の
皆
様
に

と
っ
て
先
の
見
え
な
い
不
安
を

感
じ
る
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
村
で
は
、

た
ま
ま
つ
海
祭
り
や
村
民
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
役
場
新
庁
舎
の
建
設
も
進
ん

で
お
り
、
完
成
後
、
庁
舎
を
活

用
し
て
の
住
民
が
集
え
る
場

所
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
へ
の
期
待
が
で
き

る
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
村
民

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
存
在
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
代

の
変
革
を
的
確
に
捉
え
、
村
政

の
最
終
決
定
機
関
と
し
て
、
議

員
一
同
、
執
行
機
関
と
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
明
る
い
村
の
未
来
に

向
け
、
力
一
杯
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11月21日

11月22日

11月25日

11月27日

11月29日

12月３日

12月４～６日

12月20日

12月26日

例月集会

東津軽郡監査委員協議会実務研修

東津軽郡社会福祉大会

議会運営委員会

第２回臨時会

例月出納検査

第４回定例会

例月集会

水稲病害虫防除事業検討会

青森地域広域事務組合議会臨時会

１月７日

１月21日

２月４日

例月出納検査

第１回臨時会

例月出納検査

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

青森県　田村議会

広報編集委員会

令
和
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

蓬田村議会議長

小 鹿　重 一

議員の主な活動



（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

■
一
般
会
計

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

１
億
４
２
０
９
万
円

　
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事

業
の
実
施
に
必
要
な
財
源
を
積

み
立
て
る
た
め
計
上
。

・
蓬
田
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料
　
　
８
９
２
万
円

　
最
低
賃
金
や
物
価
高
騰
に
よ

る
増
額
。

・
旧
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
機
器
設

備
等
更
新
に
係
る
改
修
工
事
費

２
４
３
５
万
円

　
旧
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
の
機
器
設
備
製
造
出
来
高
検

査
、
建
築
確
認
申
請
、
機
器
入

れ
替
え
の
た
め
の
建
物
の
解

体
、
戻
し
工
事
等
に
係
る
も
の

を
計
上
。

・
第
１
分
団
屯
所
サ
イ
レ
ン
設

備
改
修
工
事
費
　
３
０
３
万
円

　
サ
イ
レ
ン
が
腐
食
し
て
鳴
ら

な
い
た
め
取
替
え
す
る
も
の
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計・
給
食
セ
ン
タ
ー
床
・
壁
等
補

修
工
事
費
　
　
　
１
２
２
万
円

　
給
食
を
作
る
回
転
釜
の
床
部

分
と
、
配
膳
室
等
の
壁
の
破
損

箇
所
補
修
の
た
め
計
上
。

■
蓬
田
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
蓬
田
村
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

報告第68号

報告第69号

報告第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

６：０

６：０

６：０

６：０

６：０

６：０

６：０

蓬田村のふるさと納税寄附金の推移

蓬田村ふるさと応援基金条例の制定について

（ふるさと納税寄付金を寄附者の意向に沿った事業の実施に充てるため基金を設置、管理するため制定した）

蓬田村公の施設の指定管理者の指定について

（蓬田村ホタテガイ養殖残渣堆肥化処理施設の指定管理者を指定した）

令和６年度蓬田村一般会計補正予算（第６号）

令和６年度蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第３号）

令和６年度蓬田村介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和６年度蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

賛成：反対審議内容 結果

■
蓬
田
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
の
任
期
が
満
了
し

た
た
め
、
再
任
に
つ
い
て
同
意

を
得
た
。
任
期
は
令
和
６
年
12

月
17
日
～
令
和
10
年
12
月
16
日

ま
で
。

■
資
料
配
布

・
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
取

引
、
非
人
道
性
が
疑
わ
れ
る
国

へ
の
渡
航
移
植
等
を
防
止
す
る

た
め
の
法
整
備
等
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情

（
一
般
社
団
法
人
　
中
国
に
お

け
る
臓
器
移
植
を
考
え
る
会
）

予算総額会　計　名 補正金額

53億6,821万円

3,982万円

5億250万円

1億20万円

2億615万円

154万円

518万円

873万円

一般会計　　　　

特別会計　　　　

学校給食センター

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

720,000円 890,000円 2,320,000円

36,970,000円

83,574,000円

16件 31件 43件

388件

869件

件
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平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

受入金額（円） 受入件数

34%
30.5%

25%

42%
39%

費用割合（％）

　以前農協が所有していたライスセンターは、

昭和61年度に竣工して以降、米（籾）の荷受

け、乾燥・貯蔵・調製・出荷を担い、村の農業

インフラを支えてきました。

　しかし、約40年が経過した施設は、老朽化、

機器類の能力不足などが問題となっていま

した。

　そこで村は、老朽化が顕著な機器を一新する

工事を計画し、昨年の稼働終了後から工事を始

めています。

　今回の工事では主に

①老朽化した機器の更新

②現在使用していない機器の撤去

を行っています。

　特に乾燥機は、現在の連続送り式から、循環

式（※）への更新をすることで省力化が期待でき

ます。

　また、これまでオペレーターが手動で行って

きた機器操作を可能な限り自動化することによ

り、作業負担の軽減と省力化を図ります。

　完成は令和７年８月末の予定で、今年の秋か

らは、より使いやすくなった施設で荷受けが開

始されます。

※１名欠席

（※）循環式乾燥機は、籾を投入すると目標水分まで自動制御
運転となり、最適で効率のよい乾燥を行います。

ライスセンターの機器設備等更新工事
始まっています！

ふるさと応援基金設置

　　　　　１億4,209万円

12　月
第４回
定例会

条

例

改

正

主
な
補
正
予
算

　第４回定例会が、12月４日から６

日の３日間開催されました。

　条例の改正、補正予算などの議案

７件を審議し、すべて原案どおり承

認、可決されました。

陳

　
　
　
　情

人

事

案

件
倉谷弘孝さん
（阿弥陀川）

定

　例

　会

定

　例

　会

一
般
質
問

一
般
質
問

臨

　時

　会

臨

　時

　会

常
任
委
員
会
視
察

常
任
委
員
会
視
察

 議会だより 議会だより 
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※１名欠席

（※）循環式乾燥機は、籾を投入すると目標水分まで自動制御
運転となり、最適で効率のよい乾燥を行います。

ライスセンターの機器設備等更新工事
始まっています！
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吉 田　　 勉　議員

よし た つとむ

米
の
乾
燥
機
に
つ
い

て
い
る
低
圧
コ
ン
デ

ン
サ
ー
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
期

限
が
迫
っ
て
い
る
。

　使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

専
門
の
人
に
鑑
定
を
依
頼
す
る

し
か
な
い
が
、
ど
こ
に
連
絡
す

れ
ば
い
い
の
か
。

　ま
た
、
村
の
個
人
宅
ま
で
の

出
張
費
及
び
鑑
定
料
は
幾
ら
に

な
る
の
か
。（

高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
平
成

５
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
変
圧

器
等
と
、
平
成
２
年
以
前
に

製
造
さ
れ
た
コ
ン
デ
ン
サ
ー

等
の
絶
縁
油
に
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
濃
度
が

０
・
５
％
以
下
の
低
濃
度
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
は
、
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
に
処
分
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　調
査
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず

メ
ー
カ
ー
に
問
合
せ
し
て
も
ら

う
。
該
当
し
て
い
れ
ば
絶
縁
油

を
採
取
し
、
専
門
機
関
で
調
査

す
る
。

　メ
ー
カ
ー
で
は
、
問
合
せ
窓

口
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

自
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
難
し

け
れ
ば
、
電
気
主
任
技
術
者
や

電
気
工
事
業
者
等
に
相
談
す
る

の
が
よ
い
と
思
う
。

　ま
た
、
産
業
廃
棄
物
処
理
事

業
振
興
財
団
で
は
、
専
門
の
窓

口
相
談
を
設
置
し
て
い
る
。
県

で
は
、
環
境
保
全
課
や
東
青
地

域
県
民
局
環
境
管
理
部
が
窓
口

に
な
っ
て
い
る
。

　調
査
費
用
は
、
１
万
５
千
円

か
ら
５
万
円
程
度
に
な
る
そ

う
だ
。

調
査
費
用
の
助
成
は
あ
る
か

調
査
の
結
果
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
場
合
、
調
査
費
用
に
対

し
て
助
成
は
あ
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

先
ほ
ど
の
財
団
で
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業

費
と
補
助
金
を
活
用
し
、
低
濃

度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る

疑
い
が
あ
る
変
圧
器
の
み
に
対

し
て
、
10
分
の
１
の
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は

中
小
企
業
や
法
人
、
個
人
事
業

主
等
へ
の
実
施
と
な
る
。

　こ
れ
は
、
現
在
使
用
中
の
変

圧
器
の
分
析
費
用
が
対
象
で
、

条
件
等
が
様
々
あ
る
の
で
財
団

に
確
認
し
て
い
た
だ
く
の
が
一

番
い
い
と
思
う
。

　令
和
６
年
度
の
補
助
金
は
、

今
月
12
月
20
日
３
時
ま
で
の
申

請
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
未
定
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

処
理
費
用
の
助
成
は
あ
る
か

参
考
写
真
の
場
合
の

処
理
費
用
は
い
く
ら

で
助
成
は
あ
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

運
搬
費
用
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
実
際

に
確
認
し
な
い
と
判
断
で
き
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
一
例

と
し
て
低
圧
コ
ン
デ
ン
サ
ー

で
、
運
搬
費
、
安
全
管
理
費
、

処
分
費
等
で
６
万
円
程
度
か
ら

と
い
う
見
込
み
だ
っ
た
。

　処
分
費
用
の
助
成
事
業
は
な

か
っ
た
。

交
換
費
用
の
助
成
は
あ
る
か

交
換
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
費
用
の
助

成
は
あ
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

先

の

補

助

金

の

中

で
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
変
圧

器
か
ら
高
効
率
変
圧
器
へ
の
交

換
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
３
分

の
１
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　こ
ち
ら
も
、
条
件
が
様
々
あ

る
の
で
、
財
団
に
確
認
し
て
い

た
だ
く
の
が
よ
い
か
と
思
う
。

全文はこちら

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

調
査
は
ど
こ
に
頼
む
の
か

　（村
）メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い

参考写真として提出された
米の乾燥機の低圧コンデンサー

あなたの声を村政に
令和６年　第４回定例会　一般質問

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

質問する吉田議員答弁する高谷健康福祉課長
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乳 井　厳 公　議員

にゅう い つよ ただ かわ さき じけん

川 﨑　憲 二　議員

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
お
け
る
証

明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、
県
内
40
市
町
村
の
う
ち
20

市
町
村
、
近
隣
で
は
今
別
町
が

導
入
し
て
い
る
。

　外
ヶ
浜
町
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
行
政
手
続

が
で
き
る
「
て
の
ひ
ら
役
場
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
１
日
よ
り

開
始
し
て
い
る
。

　村
で
も
、
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
早
急

に
導
入
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

こ
の
事
業
を
進
め
る

に
は
、
新
た
に
職
員
１
人
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　現
在
、
新
庁
舎
等
建
設
事
業

に
職
員
を
２
人
配
置
し
て
い
る

の
で
、
事
業
完
了
後
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

村
長
の
意
見
を
聞
き
た
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、

村
長
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

（
久
慈
村
長
）
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
近
年

全
町
村
が
や
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　新
庁
舎
が
完
成
す
れ
ば
、
次

に
着
手
す
る
の
が
そ
こ
の
部
分

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

地
方
自
治
体
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
の
本
格
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　人
口
減
少
に
よ
る
深
刻
な
労

働
力
不
足
の
中
で
高
品
質
な
窓

口
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
に

は
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
業
務
効

率
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　村
も
、
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
を
図
れ
る
と
思
う
が
。

（
総
務
課
長
）
窓
口

で

証

明

請

求

等

の

際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

で
職
員
が
機
器
で
読
み
取
り
、

自
動
転
記
で
申
請
書
を
作
成

す
る
。

 

自
動
転
記
さ
れ
た
申
請
書
の

内
容
を
お
客
様
に
確
認
い
た
だ

い
た
後
、
署
名
し
て
い
た
だ
く

だ
け
の
「
書
か
な
い
窓
口
」
が

県
内
市
町
村
に
お
い
て
も
進
ん

で
き
て
い
る
。

　導
入
に
よ
り
、
村
民
の
利
便

性
向
上
と
職
員
の
業
務
効
率
化

が
期
待
さ
れ
る
。

　こ
の
事
業
を
進
め
る
に
も
、

新
た
に
職
員
１
名
を
配
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　こ
ち
ら
も
、
新
庁
舎
建
設
事

業
が
完
了
し
て
か
ら
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

中
学
生
の
海
外
研
修

は
、
学
年
全
員
を
対

象
と
し
た
非
常
に
よ
い
事
業

で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　平
成
26
年
度
以
降
台
湾
を
訪

問
し
て
い
る
が
、
中
国
と
の
関

係
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

点
、
ま
た
ソ
ウ
ル
へ
の
直
行
便

が
復
活
し
た
点
、
そ
れ
か
ら
過

去
に
な
い
円
安
が
続
い
て
い
る

点
な
ど
を
考
慮
し
て
、
韓
国
ソ

ウ
ル
へ
と
訪
問
先
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

（

八

木

澤

教

育

課

長
）
台
湾
と
中
国
と

の
関
係
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
外
務
省
か
ら
は
、

台
湾
に
つ
い
て
危
険
情
報
、
感

染
症
危
険
情
報
は
出
さ
れ
て
い

な
い
。

　ソ
ウ
ル
へ
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
現
在
韓
国
の
政
情
は
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
。

　安
全
面
、
研
修
内
容
、
予
算

額
等
、
総
合
的
に
判
断
し
た
上

で
今
後
の
海
外
研
修
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
と
令
和
６
年
の

状
況
は
ど
う
か

平
成
26
年
と
令
和
６

年
の
予
算
総
額
、
参
加

者
数
、
１
人
当
た
り
の
単
価
は

ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
教
育
課
長
）
平
成

26
年
度
決
算
総
額
、

４
２
５
万
円
。

　参
加
者
数
は
、
生
徒
22
名
、

引
率
者
５
名
、
添
乗
員
１
名
、

計
28
名
。
生
徒
１
人
当
た
り
の

単
価
は
15
万
５
６
７
２
円
。

　令
和
６
年
度
予
算
総
額
当
初

予
算
は
７
０
１
万
１
０
０
０
円

だ
が
、
旅
行
会
社
の
変
更
、
人

数
の
変
更
等
で
、
実
際
の
見
積

額
か
ら
の
補
助
金
決
定
額
は

５
５
５
万
４
０
０
０
円
。

　参
加
者
数
は
生
徒
24
名
、
引

率
者
４
名
、
添
乗
員
１
名
、
計

29
名
。
生
徒
１
人
当
た
り
の
単

価
は
19
万
１
９
３
０
円
。

　生
徒
１
人
当
た
り
の
単
価

は
約
３
万
６
０
０
０
円
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
変
動
、
空
港
税

の
改
定
、
研
修
内
容
の
見
直

し
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

海
外
研
修
に
参
加
さ

れ
て
い
な
い
生
徒
は

い
る
の
か
。（

教
育
課
長
）
今
年
、

昨
年
と
も
１
～
２
名
の

方
が
参
加
さ
れ
て
い
な
い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
を

助
成
で
き
な
い
か

　

海
外
研
修
に
参
加
す

る
に
当
た
っ
て
、
パ

ス
ポ
ー
ト
が
必
須
と
な
る
。
12

歳
以
上
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
は
１
万
１
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
た
。

　県
の
子
育
て
支
援
対
策
も
貰

え
る
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

費
用
に
つ
い
て
助
成
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
。

（
教
育
課
長
）
家
庭

の
都
合
で
既
に
取
得

し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

も
、
取
得
費
用
の
助
成
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
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書
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ン
ビ
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付
は
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か

　（村
）職
員
１
名
の
配
置
が
必
要

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
導
入

で
き
な
い
か

　（村
）新
庁
舎
建
設
事
業
完
了
後
進
め
た
い

中
学
生
の
海
外
研
修

行
き
先
を
見
直
し
て
は
ど
う
か

　（村
）総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い

台湾の歴史に触れる

充実した４日間を過ごして帰国した24名の生徒たち

　職員の配置、
担当職員の育成
等、早期に導入
できるようお願
いしたい。
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乳 井　厳 公　議員

にゅう い つよ ただ かわ さき じけん

川 﨑　憲 二　議員

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
お
け
る
証

明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、
県
内
40
市
町
村
の
う
ち
20

市
町
村
、
近
隣
で
は
今
別
町
が

導
入
し
て
い
る
。

　外
ヶ
浜
町
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
行
政
手
続

が
で
き
る
「
て
の
ひ
ら
役
場
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
１
日
よ
り

開
始
し
て
い
る
。

　村
で
も
、
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
早
急

に
導
入
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

こ
の
事
業
を
進
め
る

に
は
、
新
た
に
職
員
１
人
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　現
在
、
新
庁
舎
等
建
設
事
業

に
職
員
を
２
人
配
置
し
て
い
る

の
で
、
事
業
完
了
後
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

村
長
の
意
見
を
聞
き
た
い

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、

村
長
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

（
久
慈
村
長
）
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
近
年

全
町
村
が
や
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　新
庁
舎
が
完
成
す
れ
ば
、
次

に
着
手
す
る
の
が
そ
こ
の
部
分

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

地
方
自
治
体
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
の
本
格
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　人
口
減
少
に
よ
る
深
刻
な
労

働
力
不
足
の
中
で
高
品
質
な
窓

口
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
に

は
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
業
務
効

率
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　村
も
、
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
を
図
れ
る
と
思
う
が
。

（
総
務
課
長
）
窓
口

で

証

明

請

求

等

の

際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

で
職
員
が
機
器
で
読
み
取
り
、

自
動
転
記
で
申
請
書
を
作
成

す
る
。

 

自
動
転
記
さ
れ
た
申
請
書
の

内
容
を
お
客
様
に
確
認
い
た
だ

い
た
後
、
署
名
し
て
い
た
だ
く

だ
け
の
「
書
か
な
い
窓
口
」
が

県
内
市
町
村
に
お
い
て
も
進
ん

で
き
て
い
る
。

　導
入
に
よ
り
、
村
民
の
利
便

性
向
上
と
職
員
の
業
務
効
率
化

が
期
待
さ
れ
る
。

　こ
の
事
業
を
進
め
る
に
も
、

新
た
に
職
員
１
名
を
配
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　こ
ち
ら
も
、
新
庁
舎
建
設
事

業
が
完
了
し
て
か
ら
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

中
学
生
の
海
外
研
修

は
、
学
年
全
員
を
対

象
と
し
た
非
常
に
よ
い
事
業

で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　平
成
26
年
度
以
降
台
湾
を
訪

問
し
て
い
る
が
、
中
国
と
の
関

係
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

点
、
ま
た
ソ
ウ
ル
へ
の
直
行
便

が
復
活
し
た
点
、
そ
れ
か
ら
過

去
に
な
い
円
安
が
続
い
て
い
る

点
な
ど
を
考
慮
し
て
、
韓
国
ソ

ウ
ル
へ
と
訪
問
先
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

（

八

木

澤

教

育

課

長
）
台
湾
と
中
国
と

の
関
係
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
外
務
省
か
ら
は
、

台
湾
に
つ
い
て
危
険
情
報
、
感

染
症
危
険
情
報
は
出
さ
れ
て
い

な
い
。

　ソ
ウ
ル
へ
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
現
在
韓
国
の
政
情
は
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
。

　安
全
面
、
研
修
内
容
、
予
算

額
等
、
総
合
的
に
判
断
し
た
上

で
今
後
の
海
外
研
修
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
と
令
和
６
年
の

状
況
は
ど
う
か

平
成
26
年
と
令
和
６

年
の
予
算
総
額
、
参
加

者
数
、
１
人
当
た
り
の
単
価
は

ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
教
育
課
長
）
平
成

26
年
度
決
算
総
額
、

４
２
５
万
円
。

　参
加
者
数
は
、
生
徒
22
名
、

引
率
者
５
名
、
添
乗
員
１
名
、

計
28
名
。
生
徒
１
人
当
た
り
の

単
価
は
15
万
５
６
７
２
円
。

　令
和
６
年
度
予
算
総
額
当
初

予
算
は
７
０
１
万
１
０
０
０
円

だ
が
、
旅
行
会
社
の
変
更
、
人

数
の
変
更
等
で
、
実
際
の
見
積

額
か
ら
の
補
助
金
決
定
額
は

５
５
５
万
４
０
０
０
円
。

　参
加
者
数
は
生
徒
24
名
、
引

率
者
４
名
、
添
乗
員
１
名
、
計

29
名
。
生
徒
１
人
当
た
り
の
単

価
は
19
万
１
９
３
０
円
。

　生
徒
１
人
当
た
り
の
単
価

は
約
３
万
６
０
０
０
円
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
変
動
、
空
港
税

の
改
定
、
研
修
内
容
の
見
直

し
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

海
外
研
修
に
参
加
さ

れ
て
い
な
い
生
徒
は

い
る
の
か
。（

教
育
課
長
）
今
年
、

昨
年
と
も
１
～
２
名
の

方
が
参
加
さ
れ
て
い
な
い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
を

助
成
で
き
な
い
か

　

海
外
研
修
に
参
加
す

る
に
当
た
っ
て
、
パ

ス
ポ
ー
ト
が
必
須
と
な
る
。
12

歳
以
上
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
は
１
万
１
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
た
。

　県
の
子
育
て
支
援
対
策
も
貰

え
る
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

費
用
に
つ
い
て
助
成
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
。

（
教
育
課
長
）
家
庭

の
都
合
で
既
に
取
得

し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

も
、
取
得
費
用
の
助
成
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
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書
の
コ
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付
は

で
き
な
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か

　（村
）職
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１
名
の
配
置
が
必
要

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
導
入

で
き
な
い
か

　（村
）新
庁
舎
建
設
事
業
完
了
後
進
め
た
い

中
学
生
の
海
外
研
修

行
き
先
を
見
直
し
て
は
ど
う
か

　（村
）総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い

台湾の歴史に触れる

充実した４日間を過ごして帰国した24名の生徒たち

　職員の配置、
担当職員の育成
等、早期に導入
できるようお願
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久 慈　省 悟　議員

く じ しょう ご

柿 﨑　裕 二　議員

かき ざき ゆう じ

11
月
15
日
、
県
の
訓

練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

村
の
避
難
訓
練
に
移
行
し
た

が
、
今
回
の
避
難
訓
練
の
主
導

は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

（
総
務
課
長
）
今
回

は
、
県
民
の
防
災
意

識
向
上
を
目
的
に
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
県
主
導
で

行
っ
た
。

　同
時
に
、
県
が
指
定
し
た
海

岸
沿
い
22
市
町
村
で
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
１
自
治

会
以
上
で
実
施
す
る
よ
う
依
頼

が
あ
り
、
村
も
そ
れ
に
参
加

し
た
。

な
ぜ
全
自
治
会
参
加
に

し
な
い
の
か

避

難

訓

練

に

当

た

り
、
各
自
治
会
に
参

加
の
是
非
を
問
う
形
で
行
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

（
総
務
課
長
）
自
主

防

災

組

織

会

長

の

方
々
に
説
明
会
を
開
催
し
、
参

加
が
可
能
か
募
集
し
た
結
果
、

三
つ
の
自
主
防
災
組
織
の
協
力

の
下
実
施
し
た
。

　訓
練
が
平
日
に
行
わ
れ
る
た

め
、
仕
事
等
で
参
加
で
き
な
い

方
が
多
い
と
感
じ
、
募
集
を

行
っ
た
。

訓
練
の
課
題
は
何
か

今
回
の
避
難
訓
練
の

課
題
は
何
か
。

　ま
た
、
来
年
度
は
村
主
導
の

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
。（

総
務
課
長
）
今
回

は
、
村
民
の
防
災
意

識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
。

　来
年
度
は
、
村
主
導
で
防
災

組
織
と
し
て
の
初
動
訓
練
等
を

実
施
し
た
い
。

11
月
15
日
、
県
の
訓

練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

村
の
避
難
訓
練
に
移
行
し
た

が
、
今
回
の
避
難
訓
練
の
主
導

は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

（
総
務
課
長
）
今
回

は
、
県
民
の
防
災
意

識
向
上
を
目
的
に
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
県
主
導
で

行
っ
た
。

　同
時
に
、
県
が
指
定
し
た
海

岸
沿
い
22
市
町
村
で
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
１
自
治

会
以
上
で
実
施
す
る
よ
う
依
頼

が
あ
り
、
村
も
そ
れ
に
参
加

し
た
。

な
ぜ
全
自
治
会
参
加
に

し
な
い
の
か

避

難

訓

練

に

当

た

り
、
各
自
治
会
に
参

加
の
是
非
を
問
う
形
で
行
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

（
総
務
課
長
）
自
主

防

災

組

織

会

長

の

方
々
に
説
明
会
を
開
催
し
、
参

加
が
可
能
か
募
集
し
た
結
果
、

三
つ
の
自
主
防
災
組
織
の
協
力

の
下
実
施
し
た
。

　訓
練
が
平
日
に
行
わ
れ
る
た

め
、
仕
事
等
で
参
加
で
き
な
い

方
が
多
い
と
感
じ
、
募
集
を

行
っ
た
。

訓
練
の
課
題
は
何
か

今
回
の
避
難
訓
練
の

課
題
は
何
か
。

　ま
た
、
来
年
度
は
村
主
導
の

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
。（

総
務
課
長
）
今
回

は
、
村
民
の
防
災
意

識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
。

　来
年
度
は
、
村
主
導
で
防
災

組
織
と
し
て
の
初
動
訓
練
等
を

実
施
し
た
い
。

広
瀬
高
根
道
路
が
こ

れ
か
ら
施
工
さ
れ
る

が
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
道
路

で
あ
る
瀬
辺
地
駅
に
通
じ
る
道

路
や
、
変
電
所
の
通
り
が
か
な

り
傷
ん
で
い
る
。

　担
当
課
は
計
画
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

整
備
す
る
路
線
は
、

舗
装
面
の
老
朽
度
や
交
通
量
、

緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定

し
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
財
源
に
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
活

用
し
順
次
整
備
し
て
い
く
。

　来
年
度
は
村
道
７―

１―

１

号
線
の
高
根
地
区
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
瀬
辺
地
駅
の
通
り

や
変
電
所
の
通
り
は
そ
の
後
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

稲
作
に
対
し
て
は
、

カ
メ
ム
シ
、
い
も
ち

対
応
と
し
て
、
防
除
が
二
度
行

わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
よ
う
に

カ
メ
ム
シ
が
大
量
発
生
し
た
場

合
、
自
宅
の
近
く
の
草
む
ら
へ

隠
れ
た
り
す
る
。

　村
の
管
理
地
に
お
い
て
、
草

刈
り
等
に
力
を
入
れ
、
対
策
を

強
化
し
て
ほ
し
い
が
。

（
総
務
課
長
）
冬
の

暖
冬
で
個
体
の
多
く

が
越
冬
し
、
カ
メ
ム
シ
が
大
量

発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

室
内
に
入
っ
た
カ
メ
ム
シ
に
つ

い
て
は
、
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虫
剤
等
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使
っ
て

除
去
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　来
年
度
も
多
く
発
生
し
た
場

合
は
、
村
の
管
理
地
を
担
当
す

る
課
で
協
力
し
て
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

■
蓬
田
村
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
額
等
に
関
す

る
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
久
慈
議
員
）
小
泉

総
理
時
代
に
村
長
、

議
員
、
職
員
は
、
国
も
地
方
自

治
体
も
10
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、
職
員
の
給
与
は
回

復
し
た
が
、
首
長
及
び
議
員
の

報
酬
の
見
直
し
は
考
え
な
い

の
か
。

（
久
慈
村
長
）
各
市

町
村
長
と
も
状
況
を

見
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、

改
定
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い

な
い
。

　た
だ
、
最
低
賃
金
等
が
上

が
っ
て
一
般
職
そ
の
他
職
員
の

給
料
が
上
が
る
と
、
教
育
長
や

副
村
長
の
給
料
が
一
般
職
の
最

高
級
の
職
員
よ
り
も
低
く
な
る

可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
見
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
う

の
が
大
概
の
市
町
村
長
の
意
見

で
あ
る
。

　や
る
と
す
れ
ば
報
酬
審
議
会

を
作
り
、
他
町
村
の
動
き
を
見

な
が
ら
と
思
っ
て
い
る
。

（
久
慈
議
員
）
視
察

の
費
用
弁
償
で
間
に

合
わ
な
い
程
の
物
価
高
騰
に

な
っ
て
い
る
。

　期
末
手
当
よ
り
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報
酬
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見

直
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要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
。

（
村
長
）
単
に
特
別

職
、
議
員
の
報
酬
だ

け
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
教
育
委

員
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
委
員
の

報
酬
に
も
影
響
す
る
。

　ま
た
、
出
張
の
際
、
役
場
職

員
は
９
０
０
０
円
に
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
９
０
０
０
円
で

泊
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
な
か
な
か

無
い
。
そ
う
い
う
面
か
ら
見
直

し
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
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え
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る
。

（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

■
一
般
会
計

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
水
道
事
業
会
計

・
青
森
県
人
事
委
員
会
の
報
告

及
び
勧
告
に
準
じ
、
全
会
計
に

お
い
て
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

の
支
給
割
合
と
、
職
員
の
給

料
、
報
酬
、
寒
冷
地
手
当
の
額

を
改
め
た
。

報告第57号

報告第58号

報告第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号

承認

承認

承認

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

５：１

５：１

５：１

６：０

５：１

６：０
６：０
６：０
６：０
６：０
６：０
※１名欠席

蓬田村議会議員の議員報酬及び費用弁償額等に関する支給条例の一部を改正する条例
（議員の期末手当の支給割合を改正した）
蓬田村特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
（村長、副村長の期末手当の支給割合を改正した）
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
（教育長の期末手当の支給割合を改正した）
蓬田村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
（職員の給料月額、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当の額を改正した）
蓬田村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例
（パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当の支給割合を改正した）
令和６年度蓬田村一般会計補正予算（第５号）
令和６年度蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）
令和６年度蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村簡易水道事業会計補正予算（第３号）

賛成：反対審議内容 結果

予算総額会　計　名 補正金額

51億6,206万円

3,828万円

4億9,184万円

4億9,732万円

9,147万円

1億1,452万円

1,738万円

2万円

57万円

74万円

44万円

35万円

一般会計　　　　

特別会計　　　　

学校給食センター

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

水道事業　　　　

全文はこちら

全文はこちら

村
道
整
備
の
計
画

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　
（
村
）高
根
地
区
の
後
の
予
定

カ
メ
ム
シ
対
策
で
草
刈

を
強
化
で
き
な
い
か

　
（
村
）殺
虫
剤
で
除
去
で
き
る

県人事委員会勧告に準じた
人件費補正など　３億7,070万円

11　月
第２回
臨時会 　11月29日に臨時会が開催され、条例の改正、補正予算などの

議案11件すべて原案どおり承認、可決されました。

主
な
条
例
改
正
と

　
　
　
　
　質
疑

補

正

予

算

避
難
訓
練
の
主
導
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か

　（
村
）県
主
導
で
行
わ
れ
た

定

　例

　会

定

　例

　会

一
般
質
問

一
般
質
問

臨

　時

　会

臨

　時

　会

常
任
委
員
会
視
察

常
任
委
員
会
視
察

 議会だより 議会だより 



久 慈　省 悟　議員

く じ しょう ご

柿 﨑　裕 二　議員

かき ざき ゆう じ
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15
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、
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の
訓
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が
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の
後

村
の
避
難
訓
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に
移
行
し
た

が
、
今
回
の
避
難
訓
練
の
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は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。
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県
民
の
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意
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向
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を
目
的
に
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ェ
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訓
練
を
県
主
導
で
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た
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に
、
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海
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町
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で
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を

想
定
し
た
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訓
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を
１
自
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が
あ
り
、
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も
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に
参
加

し
た
。

な
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全
自
治
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加
に
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避
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訓
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に

当
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り
、
各
自
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に
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の
是
非
を
問
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形
で
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た

の
は
な
ぜ
か
。
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の
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に
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明
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を
開
催
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、
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加
が
可
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か
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集
し
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果
、
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の
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の
協
力

の
下
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施
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。
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練
が
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に
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め
、
仕
事
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で
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で
き
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方
が
多
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と
感
じ
、
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を
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の
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の
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は
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は
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の
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を
実
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考
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が
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る
の
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課
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今
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は
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村
民
の
防
災
意
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の
向
上
を
目
的
と
し
た
。
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は
、
村
主
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で
防
災

組
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と
し
て
の
初
動
訓
練
等
を

実
施
し
た
い
。

11
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15
日
、
県
の
訓

練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

村
の
避
難
訓
練
に
移
行
し
た

が
、
今
回
の
避
難
訓
練
の
主
導

は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

（
総
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課
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）
今
回

は
、
県
民
の
防
災
意
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向
上
を
目
的
に
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
県
主
導
で

行
っ
た
。

　同
時
に
、
県
が
指
定
し
た
海

岸
沿
い
22
市
町
村
で
、
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波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
１
自
治

会
以
上
で
実
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す
る
よ
う
依
頼

が
あ
り
、
村
も
そ
れ
に
参
加

し
た
。

な
ぜ
全
自
治
会
参
加
に

し
な
い
の
か

避
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訓

練

に

当

た

り
、
各
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会
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の
是
非
を
問
う
形
で
行
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た

の
は
な
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か
。
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）
自
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組
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会

長

の

方
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に
説
明
会
を
開
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し
、
参

加
が
可
能
か
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た
結
果
、

三
つ
の
自
主
防
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組
織
の
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力

の
下
実
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た
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　訓
練
が
平
日
に
行
わ
れ
る
た

め
、
仕
事
等
で
参
加
で
き
な
い

方
が
多
い
と
感
じ
、
募
集
を

行
っ
た
。

訓
練
の
課
題
は
何
か

今
回
の
避
難
訓
練
の

課
題
は
何
か
。
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た
、
来
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度
は
村
主
導
の

避
難
訓
練
を
実
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す
る
考
え
が

あ
る
の
か
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課
長
）
今
回

は
、
村
民
の
防
災
意
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の
向
上
を
目
的
と
し
た
。

　来
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度
は
、
村
主
導
で
防
災

組
織
と
し
て
の
初
動
訓
練
等
を

実
施
し
た
い
。

広
瀬
高
根
道
路
が
こ

れ
か
ら
施
工
さ
れ
る

が
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
道
路

で
あ
る
瀬
辺
地
駅
に
通
じ
る
道

路
や
、
変
電
所
の
通
り
が
か
な

り
傷
ん
で
い
る
。

　担
当
課
は
計
画
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

整
備
す
る
路
線
は
、

舗
装
面
の
老
朽
度
や
交
通
量
、

緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定

し
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
財
源
に
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
活

用
し
順
次
整
備
し
て
い
く
。

　来
年
度
は
村
道
７―

１―

１

号
線
の
高
根
地
区
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
瀬
辺
地
駅
の
通
り

や
変
電
所
の
通
り
は
そ
の
後
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

稲
作
に
対
し
て
は
、

カ
メ
ム
シ
、
い
も
ち

対
応
と
し
て
、
防
除
が
二
度
行

わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
よ
う
に

カ
メ
ム
シ
が
大
量
発
生
し
た
場

合
、
自
宅
の
近
く
の
草
む
ら
へ

隠
れ
た
り
す
る
。

　村
の
管
理
地
に
お
い
て
、
草

刈
り
等
に
力
を
入
れ
、
対
策
を

強
化
し
て
ほ
し
い
が
。

（
総
務
課
長
）
冬
の

暖
冬
で
個
体
の
多
く

が
越
冬
し
、
カ
メ
ム
シ
が
大
量

発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

室
内
に
入
っ
た
カ
メ
ム
シ
に
つ

い
て
は
、
殺
虫
剤
等
を
使
っ
て

除
去
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　来
年
度
も
多
く
発
生
し
た
場

合
は
、
村
の
管
理
地
を
担
当
す

る
課
で
協
力
し
て
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

■
蓬
田
村
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
額
等
に
関
す

る
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
久
慈
議
員
）
小
泉

総
理
時
代
に
村
長
、

議
員
、
職
員
は
、
国
も
地
方
自

治
体
も
10
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、
職
員
の
給
与
は
回

復
し
た
が
、
首
長
及
び
議
員
の

報
酬
の
見
直
し
は
考
え
な
い

の
か
。

（
久
慈
村
長
）
各
市

町
村
長
と
も
状
況
を

見
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
、

改
定
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い

な
い
。

　た
だ
、
最
低
賃
金
等
が
上

が
っ
て
一
般
職
そ
の
他
職
員
の

給
料
が
上
が
る
と
、
教
育
長
や

副
村
長
の
給
料
が
一
般
職
の
最

高
級
の
職
員
よ
り
も
低
く
な
る

可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
見
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
う

の
が
大
概
の
市
町
村
長
の
意
見

で
あ
る
。

　や
る
と
す
れ
ば
報
酬
審
議
会

を
作
り
、
他
町
村
の
動
き
を
見

な
が
ら
と
思
っ
て
い
る
。

（
久
慈
議
員
）
視
察

の
費
用
弁
償
で
間
に

合
わ
な
い
程
の
物
価
高
騰
に

な
っ
て
い
る
。

　期
末
手
当
よ
り
、
報
酬
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
。

（
村
長
）
単
に
特
別

職
、
議
員
の
報
酬
だ

け
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
教
育
委

員
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
委
員
の

報
酬
に
も
影
響
す
る
。

　ま
た
、
出
張
の
際
、
役
場
職

員
は
９
０
０
０
円
に
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
９
０
０
０
円
で

泊
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
な
か
な
か

無
い
。
そ
う
い
う
面
か
ら
見
直

し
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

■
一
般
会
計

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
水
道
事
業
会
計

・
青
森
県
人
事
委
員
会
の
報
告

及
び
勧
告
に
準
じ
、
全
会
計
に

お
い
て
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

の
支
給
割
合
と
、
職
員
の
給

料
、
報
酬
、
寒
冷
地
手
当
の
額

を
改
め
た
。

報告第57号

報告第58号

報告第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号

承認

承認

承認

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

５：１

５：１

５：１

６：０

５：１

６：０
６：０
６：０
６：０
６：０
６：０
※１名欠席

蓬田村議会議員の議員報酬及び費用弁償額等に関する支給条例の一部を改正する条例
（議員の期末手当の支給割合を改正した）
蓬田村特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
（村長、副村長の期末手当の支給割合を改正した）
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
（教育長の期末手当の支給割合を改正した）
蓬田村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
（職員の給料月額、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当の額を改正した）
蓬田村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例
（パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当の支給割合を改正した）
令和６年度蓬田村一般会計補正予算（第５号）
令和６年度蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）
令和６年度蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和６年度蓬田村簡易水道事業会計補正予算（第３号）

賛成：反対審議内容 結果

予算総額会　計　名 補正金額

51億6,206万円

3,828万円

4億9,184万円

4億9,732万円

9,147万円

1億1,452万円

1,738万円

2万円

57万円

74万円

44万円

35万円

一般会計　　　　

特別会計　　　　

学校給食センター

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

水道事業　　　　

全文はこちら

全文はこちら

村
道
整
備
の
計
画

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　
（
村
）高
根
地
区
の
後
の
予
定

カ
メ
ム
シ
対
策
で
草
刈

を
強
化
で
き
な
い
か

　
（
村
）殺
虫
剤
で
除
去
で
き
る

県人事委員会勧告に準じた
人件費補正など　３億7,070万円

11　月
第２回
臨時会 　11月29日に臨時会が開催され、条例の改正、補正予算などの

議案11件すべて原案どおり承認、可決されました。

主
な
条
例
改
正
と

　
　
　
　
　質
疑

補

正

予

算

避
難
訓
練
の
主
導
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か

　（
村
）県
主
導
で
行
わ
れ
た

定

　例

　会

定

　例

　会

一
般
質
問

一
般
質
問

臨

　時

　会

臨

　時

　会

常
任
委
員
会
視
察

常
任
委
員
会
視
察

 議会だより 議会だより 



　
こ
の
た
び
、
総
務
文
教
・
産

業
建
設
両
委
員
会
合
同
視
察
研

修
と
し
て
、
福
島
県
と
宮
城
県

に
足
を
運
ん
で
き
た
。

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
福
島
県
郡
山
市
「
福
島
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
て
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、

①
技
術
開
発
・
企
画
調
整
機
能

②
地
域
農
業
支
援
機
能

③
先
進
的
農
業
者
育
成
・
支
援

機
能

④
食
の
安
全
・
環
境
と
共
生
す

る
農
業
支
援
機
能

⑤
県
民
と
の
交
流
・
情
報
発
信

機
能

な
ど
の
５
つ
の
機
能
を
有
し
、

農
業
に
お
け
る
試
験
研
究
か
ら

教
育
・
安
全
な
生
産
を
総
合
的

に
推
進
す
る
福
島
県
農
業
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
役
割
と
な
っ
て
い

る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　
平
成
18
年
に
発
足
さ
れ
、
敷

地
面
積
は
55
・
６
ha
を
誇
り
、

施
設
建
物
は
草
刈
り
の
「
鎌
」

の
形
を
し
て
い
る
斬
新
な
作
り

で
あ
っ
た
。

日
本
一
の
米
を
目
指
し
て

　
日
本
一
の
米
を
作
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
開
発
さ
れ
た
、
新

品
種
「
福
、
笑
い
」
は
、
14
年

の
月
日
を
か
け
て
育
成
さ
れ
、

生
産
者
を
限
定
し
た
う
え
で
栽

培
条
件
も
厳
し
く
管
理
さ
れ
販

売
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
高
温
に
も
強
い
更

な
る
品
種
の
開
発
に
む
け
選
抜

試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
一
部
地
域
に
お
い
て

は
、
現
在
で
も
放
射
能
の
全
袋

検
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
13
年
を
経
過
し
た
今
で
も
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

伝
承
館

　
次
に
、
福
島
県
双
葉
郡
双
葉

町
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
」
を
訪
れ
た
。

　
伝
承
館
は
、
福
島
県
が
経
験

し
た
甚
大
な
複
合
災
害
と
復
興

の
現
状
、
復
興
過
程
で
得
た
経

験
や
教
訓
を
国
内
外
に
広
く
発

信
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
令
和
２
年
９
月
に
開
館

さ
れ
た
。

　
双
葉
町
の
伝
承
館
へ
向
か
う

道
中
に
は
、
震
災
当
時
の
ま
ま

の
家
や
建
物
が
数
多
く
残
さ

れ
、
侵
入
で
き
な
い
よ
う
バ
リ

ケ
ー
ド
が
な
さ
れ
、
家
は
朽
ち

果
て
て
い
た
。

　
伝
承
館
の
周
り
に
は
建
物
は

ほ
ぼ
無
く
、
復
興
作
業
を
行
っ

て
い
る
重
機
が
数
多
く
見
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
語
り
部
と
し
て
活
動

し
て
い
る
小
学
校
６
年
で
被
災

し
た
青
年
は
、
同
級
生
84
名
の

う
ち
１
人
を
除
く
83
名
と
連
絡

が
取
れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
話

し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
避
難
場
所
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
事
が
原
因
で
あ

る
と
言
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と

も
切
な
い
話
で
あ
っ
た
。

発
電
所
の
廃
炉
作
業
は
ま
だ
ま

だ
続
い
て
、
私
が
生
き
て
る
う

ち
に
見
届
け
ら
れ
っ
か
ど
う

か
。
無
理
か
も
し
れ
ね
え
な
。

震
災
の
こ
と
、
事
故
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
の
こ
と
。
こ
の
場
所
で
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。
」
の
締
め
の
言
葉
に
、
こ

の
伝
承
館
で
伝
え
た
い
全
て
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。

　
伝
承
館
に
は
、
数
多
く
の
展

示
品
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
初
め

に
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー
で
視

聴
し
た
10
分
程
度
の
映
像
が
全

て
で
あ
っ
た
気
が
す
る
。
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
10
月
17
日
に

逝
去
さ
れ
た
俳
優
の
西
田
敏
行

さ
ん
が
務
め
ら
れ
、
穏
や
か
な

が
ら
説
得
力
の
あ
る
ふ
く
し
ま

な
ま
り
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　
西
田
さ
ん
の
「
復
興
は
、
残

念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

光
も
あ
れ
ば
影
も
あ
り
ま
す
。

片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社

東
北
支
店
宮
城
事
業
所

塩
釜
工
場

　
最
後
に
宮
城
県
塩
釜
市
「
片

倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社
東

北
支
店
宮
城
事
業
所
・
塩
釜
工

場
」
に
て
。

　
同
社
は
、
片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン

株
式
会
社
と
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル

株
式
会
社
の
２
社
が
平
成
27
年

に
合
併
し
、
社
名
改
称
さ
れ
、

肥
料
・
飼
料
・
化
成
品
等
を
製

造
し
て
い
る
。

　
同
社
宮
城
事
業
所
も
震
災
で

は
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

　
浸
水
や
製
造
保
管
し
て
い
た

肥
料
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
。

　
震
災
後
は
、
流
さ
れ
た
肥
料

の
回
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま
こ
と
を

経
験
し
、
平
成
24
年
11
月
に
新

社
屋
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
現
在
、
同
事
業
所
塩
釜
工
場

で
は
配
合
肥
料
の
製
造
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。

　
各
産
地
・
各
生
産
品
に
よ
り

成
分
を
変
更
し
な
が
ら
、
生
産

現
場
の
声
に
対
応
し
て
い
る
。

肥
料
袋
も
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
主

流
か
ら
15
キ
ロ
グ
ラ
ム
袋
も
開

発
さ
れ
る
な
ど
し
、
高
齢
者
を

中
心
に
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
。

　
同
工
場
は
、
原
料
の
搬
入
等

を
考
え
、
塩
釜
港
の
海
岸
脇
す

ぐ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
肥
料
価
格
に
つ
い
て
は
、
原

料
が
98
％
輸
入
品
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
円
安

状
態
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、

値
下
げ
に
は
な
ら
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
結
び
に
、
今
回
の
視
察
目
的

の
一
つ
は
、
震
災
後
の
復
興
状

況
の
確
認
で
あ
っ
た
。
確
か
に

街
並
み
は
キ
レ
イ
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
ま
ま
の
建
物
、
荒

れ
果
て
た
農
地
、
工
場
等
の
誘

致
箇
所
は
数
店
舗
の
み
な
ど
の

状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
思
っ
た

以
上
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

事
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
中
で
も
福
島
県
内
の
中
間
貯

蔵
施
設
で
仮
置
き
さ
れ
て
い
る

除
染
土
壌
等
は
、
県
外
に
て

２
０
４
５
年
３
月
ま
で
に
最
終

処
分
さ
れ
る
こ
と
が
国
の
責
務

と
し
て
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。
」
と
、

西
田
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
返
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
県
む
つ
市
に
て
、
中
間
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
使
用
済
み
核
燃

料
の
保
管
期
限
後
の
搬
出
先
が

決
定
さ
れ
て
い
な
い
問
題
と
重

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切

に
処
分
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

（
乳
井
　
厳
公
）

常任委員会合同視察研修レポート

被災地から日本一の米を
未曽有の複合災害からの復興をめざして

センターについての説明を受ける

粒が大きく、香りがふくよかで
　甘みが強いと評判の「福、笑い」

東日本大震災・原子力災害伝承館の展示ブース

津波に飲み込まれた跡地は広大な更地のまま

肥料を製造する倉庫を視察する

語り部の方の講話に聞き入る 200点もの資料や研修で災害を学ぶ伝承館
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こ
の
た
び
、
総
務
文
教
・
産

業
建
設
両
委
員
会
合
同
視
察
研

修
と
し
て
、
福
島
県
と
宮
城
県

に
足
を
運
ん
で
き
た
。

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
福
島
県
郡
山
市
「
福
島
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
て
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、

①
技
術
開
発
・
企
画
調
整
機
能

②
地
域
農
業
支
援
機
能

③
先
進
的
農
業
者
育
成
・
支
援

機
能

④
食
の
安
全
・
環
境
と
共
生
す

る
農
業
支
援
機
能

⑤
県
民
と
の
交
流
・
情
報
発
信

機
能

な
ど
の
５
つ
の
機
能
を
有
し
、

農
業
に
お
け
る
試
験
研
究
か
ら

教
育
・
安
全
な
生
産
を
総
合
的

に
推
進
す
る
福
島
県
農
業
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
役
割
と
な
っ
て
い

る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　
平
成
18
年
に
発
足
さ
れ
、
敷

地
面
積
は
55
・
６
ha
を
誇
り
、

施
設
建
物
は
草
刈
り
の
「
鎌
」

の
形
を
し
て
い
る
斬
新
な
作
り

で
あ
っ
た
。

日
本
一
の
米
を
目
指
し
て

　
日
本
一
の
米
を
作
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
開
発
さ
れ
た
、
新

品
種
「
福
、
笑
い
」
は
、
14
年

の
月
日
を
か
け
て
育
成
さ
れ
、

生
産
者
を
限
定
し
た
う
え
で
栽

培
条
件
も
厳
し
く
管
理
さ
れ
販

売
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
高
温
に
も
強
い
更

な
る
品
種
の
開
発
に
む
け
選
抜

試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
一
部
地
域
に
お
い
て

は
、
現
在
で
も
放
射
能
の
全
袋

検
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
13
年
を
経
過
し
た
今
で
も
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

伝
承
館

　
次
に
、
福
島
県
双
葉
郡
双
葉

町
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
」
を
訪
れ
た
。

　
伝
承
館
は
、
福
島
県
が
経
験

し
た
甚
大
な
複
合
災
害
と
復
興

の
現
状
、
復
興
過
程
で
得
た
経

験
や
教
訓
を
国
内
外
に
広
く
発

信
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
令
和
２
年
９
月
に
開
館

さ
れ
た
。

　
双
葉
町
の
伝
承
館
へ
向
か
う

道
中
に
は
、
震
災
当
時
の
ま
ま

の
家
や
建
物
が
数
多
く
残
さ

れ
、
侵
入
で
き
な
い
よ
う
バ
リ

ケ
ー
ド
が
な
さ
れ
、
家
は
朽
ち

果
て
て
い
た
。

　
伝
承
館
の
周
り
に
は
建
物
は

ほ
ぼ
無
く
、
復
興
作
業
を
行
っ

て
い
る
重
機
が
数
多
く
見
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
語
り
部
と
し
て
活
動

し
て
い
る
小
学
校
６
年
で
被
災

し
た
青
年
は
、
同
級
生
84
名
の

う
ち
１
人
を
除
く
83
名
と
連
絡

が
取
れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
話

し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
避
難
場
所
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
事
が
原
因
で
あ

る
と
言
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と

も
切
な
い
話
で
あ
っ
た
。

発
電
所
の
廃
炉
作
業
は
ま
だ
ま

だ
続
い
て
、
私
が
生
き
て
る
う

ち
に
見
届
け
ら
れ
っ
か
ど
う

か
。
無
理
か
も
し
れ
ね
え
な
。

震
災
の
こ
と
、
事
故
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
の
こ
と
。
こ
の
場
所
で
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。
」
の
締
め
の
言
葉
に
、
こ

の
伝
承
館
で
伝
え
た
い
全
て
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。

　
伝
承
館
に
は
、
数
多
く
の
展

示
品
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
初
め

に
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー
で
視

聴
し
た
10
分
程
度
の
映
像
が
全

て
で
あ
っ
た
気
が
す
る
。
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
10
月
17
日
に

逝
去
さ
れ
た
俳
優
の
西
田
敏
行

さ
ん
が
務
め
ら
れ
、
穏
や
か
な

が
ら
説
得
力
の
あ
る
ふ
く
し
ま

な
ま
り
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　
西
田
さ
ん
の
「
復
興
は
、
残

念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

光
も
あ
れ
ば
影
も
あ
り
ま
す
。

片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社

東
北
支
店
宮
城
事
業
所

塩
釜
工
場

　
最
後
に
宮
城
県
塩
釜
市
「
片

倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社
東

北
支
店
宮
城
事
業
所
・
塩
釜
工

場
」
に
て
。

　
同
社
は
、
片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン

株
式
会
社
と
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル

株
式
会
社
の
２
社
が
平
成
27
年

に
合
併
し
、
社
名
改
称
さ
れ
、

肥
料
・
飼
料
・
化
成
品
等
を
製

造
し
て
い
る
。

　
同
社
宮
城
事
業
所
も
震
災
で

は
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

　
浸
水
や
製
造
保
管
し
て
い
た

肥
料
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
。

　
震
災
後
は
、
流
さ
れ
た
肥
料

の
回
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま
こ
と
を

経
験
し
、
平
成
24
年
11
月
に
新

社
屋
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
現
在
、
同
事
業
所
塩
釜
工
場

で
は
配
合
肥
料
の
製
造
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。

　
各
産
地
・
各
生
産
品
に
よ
り

成
分
を
変
更
し
な
が
ら
、
生
産

現
場
の
声
に
対
応
し
て
い
る
。

肥
料
袋
も
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
主

流
か
ら
15
キ
ロ
グ
ラ
ム
袋
も
開

発
さ
れ
る
な
ど
し
、
高
齢
者
を

中
心
に
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
。

　
同
工
場
は
、
原
料
の
搬
入
等

を
考
え
、
塩
釜
港
の
海
岸
脇
す

ぐ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
肥
料
価
格
に
つ
い
て
は
、
原

料
が
98
％
輸
入
品
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
円
安

状
態
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、

値
下
げ
に
は
な
ら
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
結
び
に
、
今
回
の
視
察
目
的

の
一
つ
は
、
震
災
後
の
復
興
状

況
の
確
認
で
あ
っ
た
。
確
か
に

街
並
み
は
キ
レ
イ
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
ま
ま
の
建
物
、
荒

れ
果
て
た
農
地
、
工
場
等
の
誘

致
箇
所
は
数
店
舗
の
み
な
ど
の

状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
思
っ
た

以
上
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

事
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
中
で
も
福
島
県
内
の
中
間
貯

蔵
施
設
で
仮
置
き
さ
れ
て
い
る

除
染
土
壌
等
は
、
県
外
に
て

２
０
４
５
年
３
月
ま
で
に
最
終

処
分
さ
れ
る
こ
と
が
国
の
責
務

と
し
て
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。
」
と
、

西
田
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
返
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
県
む
つ
市
に
て
、
中
間
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
使
用
済
み
核
燃

料
の
保
管
期
限
後
の
搬
出
先
が

決
定
さ
れ
て
い
な
い
問
題
と
重

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切

に
処
分
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

（
乳
井
　
厳
公
）

常任委員会合同視察研修レポート

被災地から日本一の米を
未曽有の複合災害からの復興をめざして

センターについての説明を受ける

粒が大きく、香りがふくよかで
　甘みが強いと評判の「福、笑い」

東日本大震災・原子力災害伝承館の展示ブース
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目　次台湾の文化を学ぶ海外研修へ
　１月４日、大雪に見舞われながら旅立ちました。

　台湾の豊かな文化や深い歴史、温かい人たちと

の交流は、生涯忘れられない思い出になったこと

でしょう。

■ ふるさと応援基金設置（第４回定例会）・・P 2

■ 一般質問　５議員・・・・・・・・・・P 4

■ 県人事委員会勧告に準じた人件費補正（第２回臨時会）・・P 9

■ 被災地から日本一の米を（常任委員会合同視察研修）・・P10

■ 令和七年 年頭のご挨拶・・・・・・・P12

議会を傍聴しませんか
次の定例会は

３月４～７日開催予定です

編

　集

　後

　記

　
今
年
の
雪
は
初
雪
か
ら
根
雪

と
な
り
、
小
雪
の
昨
年
と
は
大

違
い
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
害
も
発
生
し
て
い
て
、
被
害

者
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
の
米
の
価
格
は
農
家
も

驚
く
ほ
ど
の
高
値
に
な
り
、
消

費
税
も
心
配
で
す
。
米
作
り
の

経
費
も
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

農
家
に
は
や
っ
と
元
が
取
れ
る

感
じ
で
す
。
今
年
の
大
雪
で
春

の
水
不
足
も
解
消
さ
れ
れ
ば
と

期
待
が
さ
れ
ま
す
。

　
物
価
高
騰
で
年
金
暮
ら
し
の

生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
援
助
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
出
生
が
少
な

く
と
て
も
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
結
婚
で
き
る
環
境
が
厳
し

く
な
り
、
こ
れ
の
解
消
は
待
っ

た
な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
で
き
る
経
済
力
を
持
た

せ
る
た
め
の
政
治
が
今
一
番
必

要
で
す
。

（
坂
本
　
豊
）

皆さんの声を

お聞かせください

　村民の皆さんに伝

わる広報作りを目指

し、ご意見をお待ち

しています。

　
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
村
政
は
も
と
よ
り
、
議

会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
全

国
で
集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害

が
多
い
年
で
も
あ
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
、
数
十
年
ぶ
り
の

陸
奥
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
が

２
回
発
生
し
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
災
害
発
生
時
に
対

す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
２
月
か

ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
燃
料

や
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
物
価

の
高
騰
が
収
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
り
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
な
ど
村
民
の
皆
様
に

と
っ
て
先
の
見
え
な
い
不
安
を

感
じ
る
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
村
で
は
、

た
ま
ま
つ
海
祭
り
や
村
民
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
役
場
新
庁
舎
の
建
設
も
進
ん

で
お
り
、
完
成
後
、
庁
舎
を
活

用
し
て
の
住
民
が
集
え
る
場

所
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
へ
の
期
待
が
で
き

る
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
村
民

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
存
在
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
代

の
変
革
を
的
確
に
捉
え
、
村
政

の
最
終
決
定
機
関
と
し
て
、
議

員
一
同
、
執
行
機
関
と
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
明
る
い
村
の
未
来
に

向
け
、
力
一
杯
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11月21日

11月22日

11月25日

11月27日

11月29日

12月３日

12月４～６日

12月20日

12月26日

例月集会

東津軽郡監査委員協議会実務研修

東津軽郡社会福祉大会

議会運営委員会

第２回臨時会

例月出納検査

第４回定例会

例月集会

水稲病害虫防除事業検討会

青森地域広域事務組合議会臨時会

１月７日

１月21日

２月４日

例月出納検査

第１回臨時会

例月出納検査

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

青森県　田村議会

広報編集委員会

令
和
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
七
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

蓬田村議会議長

小 鹿　重 一

議員の主な活動


